
審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 平成２７年度第２回津市防災会議 

２ 開催日時 
平成２８年１月２９日（金） 

午後１時３０分から午後２時２０分 

３ 開催場所 津市本庁舎８階 大会議室Ａ 

４ 出席した者の氏名 

（出席者） 

津地方気象台長 日当 智明 

国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所        

総括地域防災調整官 和田 光広 

三重県危機管理地域統括監兼津地域防災総合事務所     

副所長 市川 哲也 

三重県津建設事務所長 里 宏幸 

津警察署 警備課長 小嶋 秀和 

津南警察署 警備課長 寺脇 啓文 

西日本電信電話株式会社三重支店 災害対策室長 藤井 雅也 

中部電力株式会社津営業所 営業課長 松本 茂記 

東邦ガス株式会社導管部三重センター 

中南勢導管課長 平田 肇 

三重県ＬＰガス協議会 会長 飯田 靖之 

日本赤十字社三重県支部 事業推進課長 坂 義博 

東海旅客鉄道株式会社 津駅 幹付助役 大上 洋三 

近畿日本鉄道株式会社 津駅長 西村 利秀 

三重交通株式会社乗合営業部中勢営業所 岡 悦史 

一般社団法人三重県トラック協会津支部長 小林 俊二 

津市自主防災協議会監査 片岡 正春 

陸上自衛隊第 33 普通科連隊第１中隊長 島内 尚一郎  

公益社団法人津地区医師会 理事 髙橋 岳夫 

公益社団法人久居一志地区医師会 事務長 濱條 政則 

一般社団法人三重県建設業協会一志支部 副支部長 西川 毅 

津市水道指定事業者協同組合 専務理事 古谷 貞博 

株式会社ＺＴＶ津放送局長 海上 貴史 

中世森林組合 代表理事組合長 赤野 利彦 

津商工会議所事務局長・総務部長 伊藤 研也 

津市自治会連合会会長 中川 幹夫 

津市婦人会連絡協議会会長 須山 美智子 

津市社会福祉協議会常務理事 市川 和彦 

津市防火協会会長 松田 有平 

公益社団法人三重県看護協会 保健師 中村 米利 

津市障がい者団体連絡協議会 副会長 高鶴 かほる 

津商工会議所女性会 副会長 井ノ口 こ乙 

津市民生委員児童委員連合会 副会長 丸橋 恒子 

津市消防団津方面団デージー分団長 櫻川 政子 

津市消防団久居方面団第 11 分団長 荒木 明子 

津市副市長 葛西 豊一 

津市副市長 青木 泰 

津市上下水道事業管理者 佐治 輝明 

津市教育委員会事務局 教育総務課長 國分 靖之 

津市消防長 山口 精彦 

（事務局） 

危機管理部長 岩中 聡 

危機管理部次長 野田 浩司 



防災室長 辻岡 龍志 

危機管理課長 長谷川 哲也 

危機管理課調整・危機管理担当主幹 山下 潤子 

危機管理課主事 山本 昂平 

危機管理課主事 小瀬古 健二 

危機管理課主事補 田中 竜太 

５ 内容 

(1)提出された意見等の概要について 

(2)津市地域防災計画（風水害等対策編、震災対策編、津波対策

編、資料編）の平成２７年度修正（案）について 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

危機管理部危機管理課危機管理担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２８１ 

Ｅ-mail  229-3281@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容   下記のとおり 

 

司会（危機管

理部長） 

本日は御多忙のところ、平成２７年度第２回津市防災会議に御出席いただ

きまして、誠にありがとうございます。 

只今から、平成２７年度第２回津市防災会議を開催させていただきます。 

危機管理部長の岩中でございます。よろしくお願い申し上げます。 

それでは、開催にあたりまして、津市防災会議会長であります、「津市長 

前葉 泰幸」から御挨拶を申し上げます 
  
津市副市長 皆様、こんにちは。 

大変お忙しいところ、第 2 回津市防災会議に御出席を頂きまして、ありが

とうございます。地域防災計画について、各組織・団体・機関の中で十分な

検討をしていただき、本当に御丁寧な御意見をいただきました。それらをし

っかりと踏まえて新しい案を作らせていただき、本日、御提案させていただ

くものでございます。 

顧みますと、東日本大震災後、津市の防災計画を徹底的に見直そうという

ことで、平成 24 年度、平成 25 年度の 2 年間をかけて、それぞれ 371 項目、

309 項目の合わせて 680 項目の修正を行ないました。それは、防災計画を本

棚に置いておく冊子ではなく、災害の現場あるいは対策本部で、実際に見な

がら対応する、事前に十分に読んでおくものだということを徹底させておく

意図を持って行なったわけでありますけれども、もう一つ意図がありまし

て、本日の形にも表れておりますけれども、毎年きちんと自分たちの携わる

分野、自分たちが責任を持つべき分野について常に見直していこう、そうす

ると毎年必ず改訂事項が出てくるということを徹底しようとしたわけでご

ざいます。 
 

  
津市副市長 それでは、これより私が進行役を務めさせていただきますので、よろしく

お願い申し上げます。 

本日の審議につきましては、事項書に従いまして執行したいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

事項書をご覧ください。 

議題の（1）津市地域防災計画の修正（案）といたしまして、風水害等対

策編、震災対策編、津波対策編、資料編の４編の修正（案）について御説明

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 



それでは、事務局、お願いします。 

  
事務局（危機

管理課長） 

危機管理部危機管理課長の長谷川でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

それではまず、修正案の説明に入らせていただく前に、配付資料の確認を

お願いいたします。 

資料１：タイトル「津市地域防災計画の平成２７年度修正について」Ａ４

縦の両面印刷３頁のものです。 

資料２－１～５：タイトル「平成２７年度津市地域防災計画の修正箇所一

覧表」風水害等対策編、震災対策編、津波対策編、資料編、別紙の５種類で、

１～４はＡ４横綴じ、５はＡ３横綴じのものです。 

資料３：ファイル綴りのもので、背表紙に「津市地域防災計画 平成２７

年度修正（案）」とあるものです。中にインデックスを付けて、「風水害等対

策編」「震災対策編」「津波対策編」「資料編」を綴じ込んであります。 

不備がございましたら、挙手によりお申し出ください。 

（資料に不備のないことを確認後） 

お手元の資料「資料１ 津市地域防災計画の平成２７年度修正について」

をご覧ください。軽微な文言修正も含め本編の修正箇所がたくさんございま

すので、この資料を基本に「主要な変更部分」について御説明させていただ

きます。適宜「資料３の風水害等対策編、震災対策編、津波対策編」の本編

も御案内しながら進めさせていただきます。 

なお、「資料２の１～５」につきましては、修正箇所の修正前、修正後を

対比した資料でございますので、参考にご覧いただければと思います。 

【修正内容の説明】 

本市におきましては、東日本大震災の甚大な被害、教訓などを踏まえ、平

成２４年度、平成２５年度を災害対応力強化集中年間と定めて、津市地域防

災計画がより実践的なものとなるよう、徹底的な見直しを行いました。 

その後についても、継続的に津市地域防災計画の見直しを行ってきてお

り、今年度においては、避難対策の強化・充実等、平成２６年度修正をより

具体化するための修正のほか、土砂災害対策の推進等、情報伝達の充実・拡

大など、平成２７年度の修正案を取りまとめました。 

本日、御説明させていただきます修正案は、本年度に検討・修正を加えた

内容、国・県による基準見直し等が行われたもの等を反映させたものでござ

います。 

それでは、本年度の具体的な修正内容について、資料に沿って御説明いた

します。 

「資料１」の「２ 主な修正内容」をご覧ください。 

「(1) 避難対策の強化・充実」といたしまして、ア～ウの３項目ございま

す。 

「ア 土砂災害避難施設等指定事業の推進」でございます。 

本編への記述につきましては、「資料３ 風水害等対策編」の２８頁上段

の「イ 土砂災害避難施設・土砂災害避難協力施設の指定」をご覧ください。 

本市における土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域については、平

成２５・２６年度に美杉地域の多気地区、伊勢地地区で２６６箇所が、また

平成２７年度に同じく美杉地域の八知地区で１８８箇所がそれぞれ三重県

により指定されており、今後も継続的に指定が進められる予定となっていま

す。また、土砂災害危険箇所（土石流危険渓流、急傾斜地崩壊危険箇所、地

滑り）については、三重県が平成１３年度に市内２,５４３箇所定めており

ます。 

これらの区域内に所在する指定避難所が土砂災害を受ける可能性が高い

場合又は土砂災害を受けるおそれがある場合等に、これらの指定避難所に避



難する避難者が、その代替となる民間施設等に避難することができるよう、

あらかじめ土砂災害避難施設又は土砂災害避難協力施設として指定してい

くこと及びその選定基準について記載しました。 

「資料１」にお戻りください。 

「２の(1)のイ 避難勧告等の発令基準の変更」でございます。 

本編への記載につきましては、「資料３ 風水害等対策編」の６１頁「４ 

避難基準等及び避難対象地区等」の「(1) 避難勧告等の発令の判断基準等」

「ア 水防法に基づく洪水予報指定河川及び水位周知河川毎の避難勧告等

発令基準」をご覧ください。 

近年の出水状況、市町村長による避難勧告等の発令状況等を勘案いたしま

して、危険水位及び氾濫危険水位の設定要領の改訂等が行われましたことに

より、国土交通省が管理する洪水予報河川である雲出川下流において、また、

三重県が管理する水位周知河川について、それぞれ避難判断水位及び氾濫危

険水位の設定水位が変更されました。 

これに伴いまして、本市におきましても、避難準備情報、避難勧告、避難

指示を発令する基準につきまして、内閣府の避難勧告等の判断・伝達マニュ

アル作成ガイドラインに基づき、避難準備情報は避難判断水位を、避難勧告

については氾濫危険水位を基準の中に位置付けるとともに、避難指示につい

ては、水位が堤防天端高に到達するおそれが高いときと位置付けるなど、整

理を行ったものでございます。 

「資料１」にお戻りください。 

「２の(1)のウ 水防法の適用されない中小河川における避難勧告等発令

の判断基準の設定」でございます。 

本編への記載につきましては、「資料３ 風水害等対策編」の６２頁下段

の「イ 中小河川における避難勧告等発令基準」をご覧ください。 

本市を流れる国・県が管理する河川のうち、水防法に基づく洪水予報及び

水位周知が実施される９河川には、１１箇所の水位観測所が設置されてお

り、個々の水位観測所に定められた水位に基づいて避難勧告等の発令を行っ

ていますが、水防法の適用されない中小河川におきましては、公的な水位デ

ータが得られず、水位の上昇等に伴う避難勧告等の発令には総合的な判断が

必要でありましたことから、津市地域防災計画平成２６年度修正において、

避難勧告等の発令基準の設定や監視方法についての考え方を位置付けまし

た。 

今年度、その考え方等をもとに、市内９地域１５の中小河川における避難

勧告等の判断・伝達マニュアルを作成いたしましたことから、本市独自の避

難勧告等の発令基準を記載いたしました。 

「資料１」にお戻りください。 

次に「２の(2)  情報伝達体制の強化・充実」といたしまして、ア～ウの

３項目ございます。 

まず、「ア 土砂災害に関する情報等の伝達を強化」でございます。 

本編への記載につきましては、「資料３ 風水害等対策編」の５８頁上段

の「６ 情報伝達を要する施設」「(2) 土砂災害防止法の規定に基づく要配慮

者利用施設」をご覧ください。 

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第８

条第１項第４号及び同条第２項の規定に基づき、土砂災害警戒区域及び土砂

災害特別警戒区域内に立地する高齢者、乳幼児等が主に利用する施設に対し

て、要配慮者の円滑な警戒避難に繋げるための土砂災害に関する情報等の伝

達方法等を定めましたことから、その旨を記載しました。 

次に「２の(2)のイ Ｌアラート（公共情報コモンズ）を活用した報道機関

への迅速な情報提供」でございます。 

平成２７年６月から三重県が防災情報システムを通じて災害情報を直接



報道機関に伝えるための仕組みであるＬアラート（公共情報コモンズ）を導

入したことに伴いまして、本市としましても、当該システムを通じて、迅速

かつ正確に避難情報等を報道機関に提供することとしましたことから、その

旨を記載しました。 

次に「２の(2)のウ ケーブルテレビを活用した避難情報等の配信」でござ

います。 

平成２７年２月から、株式会社ＺＴＶがデータ放送を開始したことに伴い

まして、本市における避難勧告等の発令状況及び避難所の開設状況等、避難

に関する情報をこのデータ放送で視聴できるよう仕組みが構築されました。 

このことによりまして、これまでから活用してきておりました既存の情報

伝達手段に加え、このデータ放送を活用することで、更なる情報伝達の多重

化が図られましたことから、その旨を記載いたしました。 

次に、「２の(3) 防災拠点（広域輸送拠点等）の位置付け」としまして、

ア～イの２項目でございます。 

本編への記載につきましては、「資料３ 風水害等対策編」で御説明をさ

せていただきます。風水害等対策編の９６頁「第３節 緊急輸送活動対策」

の「１ 輸送拠点の確保」、「(1) 広域輸送拠点」をご覧ください。 

まず「２の(3)のア （仮称）津市防災物流施設の役割の明確化」でござい

ます。 

平成２３年度から雲出伊倉津地区に整備を進めてきました（仮称）津市防

災物流施設が平成２８年４月に供用を開始する予定となりました。 

この（仮称）津市防災物流施設につきましては、伊倉津地区公共ふ頭及び

伊勢湾ヘリポートの機能を活用した生活物資の緊急輸送及び備蓄場所機能、

孤立地域等からの被救護者の救出・搬送等の中継点として活用する緊急時の

被災者救護機能のほか、指定避難所及び津波避難ビルとしての避難所等機能

を有した施設として、また平常時においては、施設３階部分を（仮称）雲出

地区防災コミュニティセンターとして、防災学習・防災啓発施設及び地域の

コミュニティ施設としての機能を併せ持った施設として、その役割を担うこ

ととしています。 

広域輸送拠点につきましては、これまでから安濃中央総合公園を物資の受

入、集積場所等の拠点として位置付けてきておりましたが、この（仮称）津

市防災物流施設が完成しますと、生活物資等の荷捌きや被災地等への輸送を

弾力的に行うため、より円滑な輸送体系の構築が可能となりますことから、

その役割を記載いたしました。 

次に「２の(3)のイ 災害時における道の駅津かわげの役割の明確化」でご

ざいます。本編につきましては先程の続きになります。 

平成２８年４月から道の駅津かわげの供用開始を予定していますことか

ら、大規模災害が発生した際には、安濃中央総合公園及び（仮称）津市防災

物流施設等との連携による陸路の緊急物資等の物流中継拠点機能及び地域

及び道路利用者の一時的な避難場所としての役割等を記載いたしました。 

また、同じく「資料３ 風水害等対策編」の１４６頁上段の図２におきま

して、（仮称）津市防災物流施設及び道の駅津かわげが供用開始となった場

合の輸送体系について記載いたしました。 

主な修正内容についての説明は、以上でございます。 

【スケジュール】 

続きまして、「３ 今後のスケジュール」についてでございます。 

只今御説明いたしました津市地域防災計画平成２７年度修正（案）につき

ましては、防災会議委員の皆様から、この後の約１カ月間で御意見・御提案

を賜りたいと存じます。 

また、本年１１月１７日から３０日間のパブリックコメント手続により、

広く市民の皆様の御意見も募集いたします。 



そうしていただきました意見に対する検討・修正を加え、平成２８年１月

２９日の予定で改めて第２回津市防災会議を開催いたしまして、再度、皆様

に御審議をいただき、本年度の修正案の決定をお願いしたいと考えておりま

す。 

修正案の決定をいただきました後は、直ちに津市ホームページ等での公表

及び三重県への報告を行うこととしております。 

以上で説明を終わります。 

  
津市副市長 はい。ありがとうございました。以上が、津市地域防災計画の平成２７年

度修正（案）の素案の概要でございますが、皆様方から、何か御意見や御質

問、御提言等がございましたら、遠慮なく、お願いいたします。 

また、会議の進行の中でも、随時お受けいたしますので、よろしくお願い

いたします。 

それでは、２項目目について、事務局からお願いします。 

  
事務局（危機

管理課長） 

それでは、津市地域防災計画修正案に係る意見報告について御説明させて

いただきます。 

本日御提示させていただきました修正（案）につきましては、それぞれの

機関に持ち帰っていただきまして、再度、内容を精査していただき、御意見

や御提案をいただきたいと存じます。 

本日、併せてお配りいたしました依頼文に詳細を記載しております通り、

津市地域防災計画修正案に係る意見報告書に御記入の上、御提出をお願い申

し上げます。 

以上です。 

  
津市副市長 今後、御意見等をいただくに当たりましても、何か、御質問等ございまし

たらお願いたします。 

いずれにいたしましても、第２回の津市防災会議を持ちまして、修正案を

確定していきたいと思いますので、本日を皮切りに、次回までに御意見等を

お寄せいただければ幸いでございますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、次の項目にまいります。その他の項目ですが、折角の機会です

ので、委員の皆様から御報告いただきます事項等がございましたら、ここで

お願いいたします。 

或いは、御質問・御意見でも結構ですので、よろしくお願いいたします。 

無いようですので、本会議を終了させていただきますが、何かございまし

たら、危機管理部で御意見等を承っているところでございますので、お願い

したいと思います。 

ありがとうございました。課題を解決すべく、ひとつひとつ取り組んでい

るところですが、こちらが気づかない点もあろうかと思いますので、御意見

等頂ければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、事務局にお返しします。 
  
司会（危機管

理部長） 

第２回津市防災会議の御案内をさせていただきます。 

次回は、平成２８年１月２９日（金）に開催を予定しており、詳細につき

ましては、あらためて御通知させていただきますので、よろしくお願い申し

上げます。 

なお、本日お配りいたしました津市地域防災計画平成２７年度修正（案）

のファイルにつきましては、第２回津市防災会議の資料として使用いたしま

すので、大変恐縮ではございますが、第２回津市防災会議の当日に御持参い

ただきますようお願い申し上げます。 

それでは、以上を持ちまして、平成２７年度第１回津市防災会議を終了い

たします。お忙しい中ありがとうございました。 
 


